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霞ヶ浦には、湖内の植物プランクトンや、流域の森林、農地、市
街地など、いろいろな起源から有機物が供給される。
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？

有機汚濁の軽減のためには有機物の供給過程・
分解過程を把握する必要がある
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当当当当センターセンターセンターセンターにおけるこれまでのにおけるこれまでのにおけるこれまでのにおけるこれまでの研究研究研究研究 ：：：： 分解過程分解過程分解過程分解過程についてについてについてについて

(Watanabe (Watanabe (Watanabe (Watanabe et alet alet alet al. 2008). 2008). 2008). 2008)



溶存態有機物溶存態有機物溶存態有機物溶存態有機物のののの単糖組成単糖組成単糖組成単糖組成のののの比較比較比較比較

湖水中湖水中湖水中湖水中ののののDOMはははは河川水河川水河川水河川水やややや下水処理水下水処理水下水処理水下水処理水とはとはとはとは性質性質性質性質がががが異異異異なるなるなるなる
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当当当当センターセンターセンターセンターにおけるこれまでのにおけるこれまでのにおけるこれまでのにおけるこれまでの研究研究研究研究 ：：：： 供給過程供給過程供給過程供給過程についてについてについてについて

有機物有機物有機物有機物のののの供給供給供給供給・・・・分解過程分解過程分解過程分解過程のさらなるのさらなるのさらなるのさらなる定量化定量化定量化定量化のためにのためにのためにのために向向向向けてけてけてけて研究中研究中研究中研究中
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他生 50

吸光度から推定

他起源の供給量から推定

蛍光度から推定

生産速度と分解速度の実測によって、より直接的な
見積もりが可能



対象対象対象対象
西浦

採水頻度採水頻度採水頻度採水頻度
一ヶ月ごと

採水期間採水期間採水期間採水期間
2010年8月～2011年7月

湖心掛馬沖

高浜入

採水場所採水場所採水場所採水場所

現在行現在行現在行現在行なっているなっているなっているなっている研究研究研究研究
13Cトレーサー法を用いて、現場における植物プランクトン由来有

機物の生産速度・分解速度を実測し、湖内有機炭素に対する植物
プランクトン由来有機物の寄与を明らかにする。



13C

太陽光下・湖水
と同温で培養

NaH13CO3を添加＝＝＝＝水中CO2の
13Cを人為的に増やす

CO2を有機物にできるのは植物プランクトンだけ

12C

13Cトレーサー法の原理

13Cで標識された有機物は植物プランクトン由来！！



分解

13C
12C

13C
12C

暗所に置くことにより、有機物の分解が進む。

13Cで標識された有機物の分解を追跡することにより、植物プラ

ンクトン由来有機炭素のみの分解速度を知ることが可能！！

13Cトレーサー法の原理
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13C13C13C13Cでででで標識標識標識標識されたされたされたされた有機炭素有機炭素有機炭素有機炭素のののの分解過程分解過程分解過程分解過程

POCPOCPOCPOC

DOCDOCDOCDOC

屋外培養期間屋外培養期間屋外培養期間屋外培養期間(1(1(1(1日日日日)))) 暗所分解期間暗所分解期間暗所分解期間暗所分解期間(100(100(100(100日日日日))))

実験前実験前実験前実験前

植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトンによるによるによるによる1111日日日日あたりのあたりのあたりのあたりの
有機炭素生産量有機炭素生産量有機炭素生産量有機炭素生産量
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難分解性難分解性難分解性難分解性POC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.075mgC/L/d

易分解性易分解性易分解性易分解性POC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.84mgC/L/d

分解速度分解速度分解速度分解速度 11%/d

POC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.92mgC/L/d

100日以内日以内日以内日以内にににに分解分解分解分解・・・・・・・・・・・・・・・・易分解性易分解性易分解性易分解性POC

100日間残存日間残存日間残存日間残存・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・難分解性難分解性難分解性難分解性POC
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難分解性難分解性難分解性難分解性DOC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.025mgC/L/d

易分解性易分解性易分解性易分解性DOC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.1mgC/L/d
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13C13C13C13Cでででで標識標識標識標識されたされたされたされたDOCDOCDOCDOCのののの分解過程分解過程分解過程分解過程

分解速度分解速度分解速度分解速度 1.5%/d

DOC生産速度生産速度生産速度生産速度 0.125mgC/L/d



生産速度生産速度生産速度生産速度とととと分解速度分解速度分解速度分解速度からからからから計算計算計算計算するとするとするとすると、、、、

植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン由来由来由来由来のののの易分解性易分解性易分解性易分解性POC・・・・・・・・・・・・・・・・1.6mgC/L
難分解性難分解性難分解性難分解性POC・・・・・・・・・・・・・・・・3.7mgC/L
易分解性易分解性易分解性易分解性DOC・・・・・・・・・・・・・・・・1.2mgC/L
難分解性難分解性難分解性難分解性DOC・・・・・・・・・・・・・・・・1.2mgC/L

POC・・・・・・・・・・・・・・・・1.6 + 3.7 = 5.2mgC/L
現場現場現場現場におけるにおけるにおけるにおけるPOC濃度濃度濃度濃度はははは1.7mgC/L
植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン由来有機物由来有機物由来有機物由来有機物のののの割合割合割合割合はははは301％％％％

DOC・・・・・・・・・・・・・・・・1.2 + 1.2 = 2.4mgC/L
現場現場現場現場におけるにおけるにおけるにおけるDOC濃度濃度濃度濃度はははは3.7mgC/L
植物植物植物植物プランクトンプランクトンプランクトンプランクトン由来有機物由来有機物由来有機物由来有機物のののの割合割合割合割合はははは65％％％％



夏期のみの結果であるため、平均よりも
生産速度が大きかった可能性

現在現在現在現在、、、、他他他他のののの季節季節季節季節・・・・場所場所場所場所についてもについてもについてもについても実験中実験中実験中実験中

今後の方針
季節・場所による生産速度と分解速度の変化を把握して平均的な
寄与率を求める。


